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火
の
用
心 
こ
と
ば
を
形
に 
習
慣
に　
　

（
平
成
29

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

11

月
9

日
か
ら
15

日
は
、
平
成
29

年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
火

災
予
防
の
意
識
を
持
ち
、
家
庭
や
地
域
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
は
、
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
火
災
で
死
亡
し
た
人
の
う
ち
、

約
9
割
が
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で

す
。
住
宅
火
災
で
死
亡
し
た
要
因
と

し
て
最
も
多
い
の
が
「
逃
げ
遅
れ
」
で

す
。

取
付
け
て
あ
り
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
で

発
生
し
た
煙
を
感
知
し
、
音
や
音
声

に
よ
り
警
報
を
発
し
て
火
災
の
発
生

を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。
消

防
法
に
よ
り
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
火
災
を
い
ち
早
く

感
知
し
、
就
寝
中
の
住
人
に
知
ら
せ
、

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
の
に
有
効
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
煙
式
）
の
設

置
が
必
要
な
場
所
は
、
①
就
寝
す
る

部
屋
（
寝
室
、
子
ど
も
部
屋
な
ど
）
、

②
就
寝
す
る
部
屋
が
あ
る
階
の
階
段

の
踊
場
、
③
7
㎡
（
4
畳
半
）
以
上
の

居
室
が
5
部
屋
以
上
あ
る
階
の
廊
下

部
分
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
火
を
使
う
台
所
に
も
設
置

す
る
事
を
お
奨
め
し
ま
す
。
こ
の
場

合
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
熱
式
）
が

適
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

　

平
成
29
年
度
那
珂
川
町
消
防
団

（
荒
井
諭
団
長
、
団
員
4
6
1
名
）
通

常
点
検
が
10
月
15
日
、
馬
頭
運
動
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
8
時
、
町
長
の
点
検
者
宣
言

に
よ
り
通
常
点
検
を
開
始
し
、
馬
頭

中
学
校
少
年
消
防
隊
、
小
川
中
学
校

少
年
消
防
隊
も
消
防
団
と
と
も
に
人

員
並
び
に
服
装
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

機
械
器
具
点
検
に
続
い
て
、
ポ
ン

プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
行

わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
点
検
時
に
栃
木
県

知
事
、
県
消
防
協
会
長
や
同
南
那
須

支
部
長
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
）

・設置した後も定期的な点検が必要です。設置から10年以上た

つと、電子部品が劣化しているので本体の交換をお勧めします。

・消防署では、消火器や住宅火災警報器の販売は一切おこなって

おりませんので、悪質な訪問販売等には十分注意してください。

那
珂
川
町
消
防
団

通
常
点
検
を
執
行
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第
4
分
団
第
4
部　

部
長小

川　

雄
一

※
氏
名
の
下
は
所
属
名

功
績
章

第
1
分
団
分
団
長 

大
金　

好
美

第
3
分
団
分
団
長 

大
金　

政
弘

勤
続
章
（
30

年
）

副
団
長　

川
上　

満

本
棒　

章
浩
5-4　

舩
山　

正
男
7-1

勤
続
章
（
25

年
）

第
3
分
団
分
団
長 

大
金　

政
弘

勤
続
章
（
20

年
）

大
金　

忠
夫
⑷　

小
船　

郁
夫
⑶

笹
島　

勝
志
1-4　

齋
藤　

英
輝
1-5

小
口　

正
之
2-1　

岡
本　

勇
一
2-2

藤
田　

　

勝
3-2　

益
子　

研
一
3-2

髙
山　

義
彦
4-3　

髙
野　

　

寛
4-3

髙
野　

勝
也
4-5　

鶴
蒔　

重
之
5-1

星　
　
　

治
5-2　

塩
原　

和
幸
5-2

手
塚　

純
一
6-1　

渡
邊　

光
博
6-1

川
井　

　

洋
6-2　

老
松　

康
浩
6-2

和
泉　

光
俊
6-3　

橋
本　

秀
一
6-4

青
木　

祐
一
7-1　

土
田　

晶
久
7-1

勤
続
章
（
15

年
）

久
保　

裕
史
1-3　

星　
　

勇
一
1-3

吉
成　

和
人
1-4　

塙　
　

和
広
1-6

神
岡　

浩
史
2-1　

岡　
　

忠
幸
2-2

佐
藤　

洋
一
2-3　

小
髙　

博
史
3-1

齊
藤　

創
史
3-1　

笹
沼　

智
裕
3-1

坂
尾　

宗
則
4-2

勤
続
章
（
10

年
）

稲
沢　

行
生
1-1　

平
塚　

　

彰
1-1

武
井　

秀
雄
1-1　

薄
井　

正
道
2-1

岡　
　

達
也
2-2　

小
室　

紀
明
2-3

田
角　

祐
太
3-1　

小
泉　

太
智
3-1

大
金　

真
琴
3-3　

矢
内　

啓
介
3-3

薄
井　

邦
夫
4-1　

和
知　

佑
樹
4-2

深
澤　

佑
輔
4-2　

岸　
　

佑
輔
4-3

鏑
木　

雄
二
4-5　

江
口　

正
美
5-1

瀧
田　

周
平
6-3　

鈴
木　

　

怜
6-3

岡
崎　

　

淳
7-3　

滝
童
内
政
美
7-3

郡
司　

卓
也
7-3　

配
偶
者
感
謝
状

川
上
満
副
団
長
の
配
偶
者

川
上
登
紀
子

本
棒
章
浩
団
員
の
配
偶
者

本
棒　

育
子

舩
山
正
男
団
員
の
配
偶
者

舩
山
と
し
え

優
良
分
団
（
竿
頭
綬
）

第
7
分
団

功
績
表
彰
（
優
良
分
団
）

第
4
分
団

第
7
分
団

永
年
勤
続
功
労
表
彰

（
本
部
30

年
、
分
団
25

年
以
上
）

副
団
長　

川
上　

満

大
金　

政
弘
⑶　

本
棒　

章
浩
5-4

舩
山　

正
男
7-1

永
年
勤
続
退
職
表
彰

（
20

年
以
上
）

（　

）
は
勤
続
年
数

益
子　

竜
哉
27　

荒
井　

一
博
26

阿
部　

和
也
26　

市
川　

秀
一
21

薄
井　

幸
夫
21　

塚
田　

武
徳
21

中
津
原　

保
21　

薄
井　

晃
司
⒇

佐
藤　

正
昭
⒇

消
火
協
力
者

有
限
会
社
ヌ
ヴ
ォ
ラ
ー
リ 

（
三
輪
）

小
川
第
13
行
政
区
第
2
班 

（
芳
井
）

優
良
火
気
取
扱
者
表
彰

深
澤
さ
ゆ
り
（
矢
又
）

大
金
由
利
子
（
健
武
）

益
子　

好
枝
（
大
山
田
下
郷
）

藤
田
真
由
美
（
小
口
）

小
檜
山
理
惠
（
恩
田
）

小
森
美
惠
子
（
三
輪
）

鈴
木
千
恵
子
（
白
久
）

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

　

☎
0
2
8
7
（
9
2
）
1
1
1
1

模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

栃
木
県
消
防
協
会　

南
那
須
支
部
長
表
彰

町
長
表
彰

団
長
表
彰

原
子
力
災
害
時
の
避
難
者
受
け
入

れ
へ
、
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
と
協

定
を
締
結

　

那
珂
川
町
と
大
田
原
市
、
矢
板

市
、
那
須
塩
原
市
、
さ
く
ら
市
、
那

須
烏
山
市
、
那
須
町
の
5
市
2
町

は
9
月
28
日
、「
原
子
力
災
害
時
に

お
け
る
常
陸
大
宮
市
民
の
県
外
広

域
避
難
に
関
す
る
協
定
」
を
茨
城

県
常
陸
大
宮
市
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
茨
城
県
内

で
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合

や
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
各

市
町
の
体
育
館
な
ど
公
共
施
設
を

避
難
所
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
や

必
要
物
資
の
貸
与
・
提
供
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
を
契
機
に
、
相
互

交
流
な
ど
が
今
後
計
画
さ
れ
ま
す
。
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投票区別投票者数内訳

投票区名 投票者数（人） 投票率（%）

馬頭第１投票区 235 30.80

馬頭第２投票区 464 31.52

馬頭第３投票区 462 32.72

馬頭第４投票区 242 26.45

健 武 投 票 区 268 32.17

武 茂 投 票 区 416 51.36

盛 谷 投 票 区 215 38.05

大 内 投 票 区 250 32.77

大 山 田 投 票 区 245 25.63

馬 頭 西 投 票 区 339 32.13

小川第1投票区 389 40.61

小川第2投票区 765 40.95

小 川 南 投 票 区 400 32.92

小 川 西 投 票 区 163 29.74

小 川 北 投 票 区 314 46.80

投 票 区 計 5,167 34.90

 益子　純恵　馬頭 小川　正典　松野 佐藤　勇三　小川

 無所属　新（38） 無所属　新（63） 無所属　新（68）

左から得票順、カッコ内は年齢

那珂川町議会議員補欠選挙結果

　那珂川町議会議員補欠選挙（選挙すべき議員の数３人）が

10月29日に執行されました。

　投票率は34.90％でした。

　投開票の結果は次のとおりです。

当日有権者数 14,804人

投票者数 5,167人

候補者別得票数（小数点以下切捨て）

　当落 候補者氏名 得票数

　当選　益子　すみえ 1,732票

　当選　小川　まさのり 1,359票

　当選　佐藤　ゆうぞう 1,220票

　　　　佐藤　寿男 533票

　　　　じんば　けいじ 172票

　なお、那珂川町長選挙については、届出者が福島泰夫氏

一人であったため無投票となりました。

第48回衆議院議員総選挙結果

　第48回衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審

査が10月22日に執行されました。

　那珂川町の衆議院議員総選挙の投票率は56.62％で前回

（56.84％）より0.22ポイント下回りました。

　投開票の結果は次のとおりです。

当日有権者数 14,901人

投票者数 8,437人

得票数（小選挙区）

　　　 　候補者氏名 得票数

　　　　やな　和生 4,909票

　　　　渡辺　みゆき 2,833票

　　　　まき　昌三 465票

　　　　石渡　つよし 68票

投票区別投票者数内訳

投票区名 投票者数（人） 投票率（%）

馬頭第１投票区 443 57.83

馬頭第２投票区 817 54.94

馬頭第３投票区 774 54.51

馬頭第４投票区 504 54.84

健 武 投 票 区 468 55.85

武 茂 投 票 区 468 57.78

盛 谷 投 票 区 333 58.73

大 内 投 票 区 433 56.68

大 山 田 投 票 区 515 53.65

馬 頭 西 投 票 区 577 54.38

小川第１投票区 592 61.47

小川第２投票区 1,111 58.78

小 川 南 投 票 区 648 53.03

小 川 西 投 票 区 304 55.07

小 川 北 投 票 区 449 66.72

在 外 投 票 1 11.11

投 票 区 計 8,437 56.62

選挙結果のお知らせ

問い合わせ　那珂川町選挙管理委員会　☎0287-92-1111
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地方交付税
230,608万円

歳　入
収入率
51.7％

諸収入
2,344万円

県支出金　3,792万円

使用料及び手数料　4,424万円分担金及び交付金　5,428万円

その他　7,927万円

地方消費税交付金
17,166万円

国庫支出金
19,709万円

繰越金
43,696万円

町税　140,869万円

歳　出
執行率
39.6％

総務費
56,963万円

議会費
4,883万円

農林水産業費
10,674万円

消防費
20,565万円

商工費
21,583万円

土木費
31,445万円

衛生費
29,657万円

教育費
52,870万円

公債費
39,048万円

民生費
96,612万円

町の財政状況を公表します
（平成29年度上半期分）

一般会計予算　92億962万円 （前年度繰越　9億5,082万円含む）

特 別 会 計

　

平
成
29
年
度
上
半
期
予
算

（
平
成
29
年
9
月
30
日
現
在
）

の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
公
表
は
町
民
の
皆
様

に
町
の
財
政
に
つ
い
て
ご
理

解
い
た
だ
き
、
町
づ
く
り
に

ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
、
皆

様
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県

な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助

金
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
収

入
、
そ
れ
に
支
出
の
状
況
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

項　目
会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

①　ケーブルテレビ事業特別会計 4億7,500万円 2億4,454万円 51.5% 1億5,902万円 33.5%

②　国民健康保険特別会計 25億4,585万円 11億1,844万円 43.9% 11億2,015万円 44.0%

③　後期高齢者医療特別会計 1億9,100万円 7,957万円 41.7% 6,868万円 36.0%

④　介護保険特別会計 18億3,000万円 9億1,417万円 50.0% 7億7,837万円 42.5%

⑤　下水道事業特別会計 3億400万円 1億8,795万円 61.8% 1億1,684万円 38.4%

⑥　農業集落排水事業特別会計 4,800万円 2,846万円 59.3% 1,781万円 37.1%

計 53億9,385万円 25億7,313万円 47.7% 22億6,087万円 41.9%

その他の内訳

寄付金 619万円

地方譲与税 2,859万円

ゴルフ場利用税交付金 1,886万円

財産収入 791万円

自動車取得税交付金 966万円

地方特例交付金 494万円

利子割交付金 85万円

交通安全対策特別交付金 66万円

配当割交付金 161万円

計 7,927万円

歳入総額
47億5,963万円

歳出総額
36億4,300万円
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10
月
26
日
、
第
46
回
栃
木
県
新
人
陸
上
競
技
大
会
、
第
61
回
日
本
学
生
科
学
賞
栃

木
県
展
覧
会
で
受
賞
さ
れ
た
生
徒
が
教
育
長
室
を
訪
れ
、
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
栃
木
県
新
人
陸
上
競
技
大
会
２
年
男
子
4
0
0
ｍ
で
第

１
位
に
輝
い
た
馬
頭
中
の
星
景
虎
さ
ん
（
馬
頭
）
と
、
中
高
校
生
を
対
象
と
し
た
日
本

学
生
科
学
賞
栃
木
県
展
覧
会
で
最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）
を
受
賞
し
た
馬
頭
中
３
年
の
大

金
優
斗
さ
ん
（
大
内
）
、
江
連
陸
人
さ
ん
（
馬
頭
）
、
末
吉
竣
紀
さ
ん
（
小
砂
）
、
小
椋
爽

楽
さ
ん
（
久
那
瀬
）
の
４
人
で
す
。

地
区
大
会
で
は
20
年
ぶ
り
の
新
記
録
も

星
景
虎
さ
ん
は
、
地
区
予
選
で
は
２

年
男
子
1
5
0
0
ｍ
に
も
出
場
さ
れ
、

こ
ち
ら
も
第
１
位
で
20
年
ぶ
り
に
地
区

大
会
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
県
大
会

に
は
、
種
目
を
絞
り
２
年
男
子
4
0
0

ｍ
に
出
場
さ
れ
54
秒
31
で
第
１
位
に
な

り
ま
し
た
。

星
さ
ん
は
、「
次
の
大
会
で
は
、
地
区

予
選
１
位
と
な
っ
て
、
県
大
会
で
も
上

位
を
め
ざ
し
関
東
大
会
、
全
国
大
会
へ

と
出
場
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

３
年
間
の
集
大
成

馬
頭
中
理
科
部
の
４
人
は
、
１
年
生

の
時
か
ら
「
馬
頭
の
地
層
と
化
石
」
を
研

究
し
、
県
理
科
研
究
展
覧
会
で
は
、
２

年
連
続
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
学
生
科
学
賞
県
展
覧
会
へ
３
年
間

の
研
究
成
果
を
出
品
し
栄
え
あ
る
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

４
人
は
「
中
央
審
査
に
向
け
て
論
文

を
書
い
て
い
る
の
で
、
那
珂
川
町
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

那
珂
川
町
自
治
功
労
者
等
表
彰
式

　

10
月
14
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ

じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
町
の
自
治
・
教
育
・
文
化
・

産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る

自
治
功
労
者
等
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
約
90

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
式
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

那
珂
川
町
自
治
功
労
者
表
彰

（故）
橋
本　
　

操
様　

（
小
川
）

（故）
小
泉　

哲
也
様　

（
小
川
）

平
塚
正
一
郎
様　

（
富
山
）

髙
田　

榮
順
様　

（
小
川
）

荒
井　
　

進
様　

（
矢
又
）

山
﨑　

喜
郎
様　

（
小
川
）

藤
田　
　

亨
様　

（
小
砂
）

山
本　

一
枝
様　

（
小
川
）

笹
沼　

之
子
様　

（
馬
頭
）

森　
　

清
一
様　

（
小
口
）

平
塚
ふ
み
え
様　

（
富
山
）

髙
野　

洋
子
様　

（
富
山
）

岡
本　
　

輝
様　

（
谷
川
）

荒
牧
ス
ミ
子
様　

（
片
平
）

塚
原　

ヤ
ヱ
様　

（
小
川
）

西
宮　

一
美
様　

（
馬
頭
）

益
子　
　

稔
様　

（
健
武
）

磯
野　

元
壽
様　

（
北
向
田
）

小
川　

正
典
様　

（
松
野
）

小
室　

光
男
様　

（
松
野
）

髙
野　

一
美
様　

（
富
山
）

鈴
木　

勝
己
様　

（
富
山
）

笠
井　

省
司
様　

（
大
那
地
）

屋
代　

靖
夫
様　

（
大
山
田
下
郷
）

笹
沼　

春
男
様　

（
小
砂
）

和
地　

秀
美
様　

（
小
砂
）

佐
藤　
　

勝
様　

（
小
川
）

末
本　

久
男
様　

（
小
川
）

森
嶋　

英
子
様　

（
小
川
）

深
澤　

成
和
様　

（
小
川
）

小
祝　

惟
男
様　

（
小
川
）

小
祝　
　

進
様　

（
東
戸
田
）

本
棒　

浩
明
様　

（
小
川
）

那
珂
川
町
特
別
功
労
者
表
彰

阿
久
津
聖
天
様　

（
浄
法
寺
）

藍
原　

寛
治
様　

（
宇
都
宮
市
）

藍
原　

恵
子
様　

（
宇
都
宮
市
）

那
珂
川
町
高
額
寄
付
者
感
謝
状
贈
呈

吉
野　

祥
一
郎
様
（
東
京
都
中
央
区
）

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

　

☎
０
２
８
７
（
９
２
）
１
１
１
１

受賞おめでとう！

星さん

左から末吉さん、大金さん、小椋さん、江連さん
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わかあゆ
　　　なかのこ
　　　　　　ひばり

認定こども園うんどうかい

わかあゆ認定こども園（９月30日）

なかのこ認定こども園（10月７日）

ひばり認定こども園（10月14日）

ミニオン大作戦ミニオン大作戦

サンキュ！はI LOVE YOUサンキュ！はI LOVE YOU

ウサギとカメウサギとカメ

ぼくらは小さな海賊だ！ぼくらは小さな海賊だ！およげ、こいのぼりおよげ、こいのぼり

夢をかなえてドラえもん夢をかなえてドラえもんハロウィンパーティーハロウィンパーティー

GO!GO!サーキットGO!GO!サーキットどんぐりみ～つけた！どんぐりみ～つけた！

ぼくらはみらいのたんけんたいぼくらはみらいのたんけんたい

バトンをつなげバトンをつなげ

わーい！大漁だわーい！大漁だ

親子でアニマル‼　Let’s Go!!親子でアニマル‼　Let’s Go!!

Let’s go　いいことあるさLet’s go　いいことあるさ

目指せ！ごろごろスイカ畑目指せ！ごろごろスイカ畑

　４月に町内３つの認定こども園が開園して、初めての運動会が行われました。子どもたちは、たくさんのお友
達といっしょに、元気いっぱいのかけっこやかわいらしいお遊戯を披露しました。ご家族の方からは、これまで
練習してきた成果を発揮し、一生懸命頑張る子どもたちの姿に多くの拍手や声援が送られました。
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南
那
須
地
区
音
楽
祭

10

月
3

日
、
第
12

回
南
那
須
地
区
音
楽

祭
が
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
南
那
須
地

区
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
や
一
般
参
加

者
な
ど
総
勢
23

組
が
、日
頃
の
練
習
の
成
果

を
保
護
者
や
地
域
住
民
に
披
露
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

入
選
（
優
秀
賞
）

馬
頭
小
学
校
（
合
唱
）

「
ぼ
く
ら
の
エ
コ
ー
」

馬
頭
東
小
学
校
（
合
唱
）

「
き
み
の
か
わ
り
は
い
な
い
か
ら
」

馬
頭
西
小
学
校
（
合
奏
）

「
前
前
前
世
」

小
川
中
学
校
（
合
唱
）

「
ス
ー
ン 

ア 

ウ
ィ
ル 

ビ
ー
ダ
ン
」

馬
頭
中
学
校
（
合
唱
）

「
春
に
」

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会運

動
会

10

月
5

日
、
会
員
の
体
力
の
維
持
・
増

進
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
老
後
の

生
き
が
い
づ
く
り
と
会
員
同
士
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
運
動
会
が
、
小
川
運
動
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
藤

田
和
夫
会
長
か
ら
「
健
康
づ
く
り
は
も
と

よ
り
、
地
区
や
ク
ラ
ブ
を
超
え
た
交
流
と

親
睦
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
明
る
く
楽

し
く
元
気
よ
く
、
そ
し
て
仲
良
く
、
頑
張

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
24

地
区
4
6
3
人
の
選
手
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
競
技
に
取
組
み
、
地
区
や

ク
ラ
ブ
の
枠
を
超
え
て
交
流
を
深
め
な
が

ら
運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

創
生
な
か
が
わ

「
竹
取
物
語
」
寄
贈

創
生
な
か
が
わ
株
式
会
社
が
、
10

月
6

日
に
町
長
室
を
訪
れ
、
現
在
商
品
化
を
目

指
し
て
い
る
「
竹
取
物
語
」
の
試
作
品
が
、

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

「
竹
取
物
語
」
は
、
竹
粉
と
も
み
殻
を
乾

燥
、
圧
縮
成
型
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
固
形
燃

料
で
、
10

キ
ロ
あ
た
り
約
2

時
間
燃
焼
し

ま
す
。
間
伐
し
た
竹
材
や
焼
却
さ
れ
る
も

み
殻
を
利
活
用
す
る
こ
と
か
ら
、
町
内
の

放
置
竹
林
の
改
善
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
「
竹
取
物
語
」
は
、
約

4

年
間
保
存
可
能
で
非
常
用
燃
料
と
し
て

備
蓄
さ
れ
ま
す
。

第
12

回
福
祉
ま
つ
り

～
み
ん
な
で
つ
む
ぐ

や
さ
し
い
心
と
ふ
く
し
の
輪
～

第
12

回
福
祉
ま
つ
り
が
、「
福
祉
」「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」「
元
気
な
地
域
づ
く
り
」
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
33

団
体
が
集
い
、

10

月
14

日
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
団
体
に
よ
る
お
ま
つ
り
グ
ル
メ
や

各
種
相
談
会
、
福
祉
体
験
、
参
加
団
体
活
動

Ｐ
Ｒ
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
ブ
ー

ス
の
ほ
か
、
ふ
く
し
の
ま
ち
ポ
ス
タ
ー
展

も
あ
り
、
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

緑
化
推
進
の
「
苗
木
配
布
」
で
は
、
キ
リ

シ
マ
ツ
ツ
ジ
が
配
布
さ
れ
、
用
意
し
た

2
0
0
本
の
苗
木
は
、
好
評
に
つ
き
全
て

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
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英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

塩
谷
南
那
須
地
区
大
会

第
27
回
栃
木
県
中
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
塩
谷
南
那
須
地
区
大
会
が
、

10
月
20
日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ

じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
管
内
の
13

中
学
校
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
年
代
表
な
ど
50

人
が
出
場
し
、
将
来
の
夢
や
挑
戦
な
ど
を

テ
ー
マ
に
熱
弁
を
奮
い
ま
し
た
。

町
内
か
ら
は
、
馬
頭
中
学
校
、
小
川
中

学
校
の
ほ
か
矢
板
東
高
等
学
校
附
属
中
学

校
の
生
徒
も
含
め
７
人
が
参
加
し
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ

10
月
21
日
小
川
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

で
、「
小
学
生
の
た
め
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ

ー
テ
ィ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
63
人
の
小
学
生
は
、

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
や
バ
ッ
グ
を
作
り
、

リ
ン
ゴ
つ
か
み
ゲ
ー
ム
な
ど
を
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

先
生
と
英
語
で
遊
び
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ

伝
統
の
風
習
を
楽
し
く
体
験
し
ま
し
た
。

「
ト
リ
ッ
ク 

オ
ア 

ト
リ
ー
ト
」
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
を
着
て
小
川
小
学
校
周
辺
を
歩
き
、

お
菓
子
を
も
ら
う
と
大
き
な
声
で
「
サ
ン

キ
ュ
ー
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

小
野
瀬
シ
ヅ
さ
ん
に

１
０
０
歳
の
お
祝
い

大
正
６
年
10
月
26
日
生
ま
れ
の
小
野
瀬

シ
ヅ
さ
ん
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
八
溝
の
里
」（
久
那
瀬
）
に

お
い
て
福
島
町
長
か
ら
お
祝
い
と
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

小
野
瀬
さ
ん
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が
大
好

物
で
、「
身
体
に
悪
い
と
こ
ろ
が
な
い
こ

と
」
が
長
生
き
の
秘
訣
と
話
し
、
町
長
の

お
祝
い
の
言
葉
に
も
「
う
れ
し
い
」
と
笑
顔

で
答
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

第
63
回
栃
木
県
特
別
支
援
教
育
手
を
つ

な
ぐ
親
の
会　

県
大
会
並
び
に
研
修
会
・

南
那
須
大
会
が
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

研
修
会
で
は
、（
福
）
大
和
久
福
祉
会
施

設
支
援
施
設
長 

滝
童
内
政
美
さ
ん
（
白

久
）
に
よ
る
「
大
和
久
福
祉
会
に
お
け
る
障

が
い
児
者
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
、

音
楽
家　

岡
倉
ゆ
か
り
さ
ん
（
小
砂
）
に
よ

る
「
私
た
ち
は
、
音
楽
で
つ
な
が
っ
て
い

る
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
児

童
生
徒
作
品
展
や
福
祉
施
設
等
に
よ
る
物

品
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
を
通
し
て
、
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
改
め
て
確
認
す
る
場
と
な
り
ま

し
た
。
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氏家税務署からのお知らせ

平成29年分　青色決算説明会及び白色決算説明会

　青色申告決算書（収支内訳書）の作成方法や作成に当たっての注意点などについて、次のとおり説明会を開催

します。対象地区以外の会場でも出席できますので、ご都合に合わせてご出席ください。

　説明会で使用する資料は、当日、会場で配付します。

【青色決算説明会】

開催日 開催時間 対象の方 会　場 対象地区

12月5日

（火）

午前10時～12時 農業所得の方
矢板市文化会館（小ホール）

矢板市

塩谷町午後2時～4時 営業等・不動産所得の方

12月7日

（木）

午前10時～12時 農業所得の方
那珂川町小川総合福祉センター

（あじさいホール） 那須烏山市

那珂川町
午後2時～4時 営業等・不動産所得の方

那珂川町小川総合福祉センター

すこやか共生館（多目的集会室）

12月12日

（火）

午前10時～12時 農業所得の方
さくら市氏家公民館（ホール）

さくら市

高根沢町午後2時～4時 営業等・不動産所得の方

【白色決算説明会】

開催日 開催時間 対象の方 会　場 対象地区

12月6日

（水）

午前10時～12時 農業所得の方 さくら市氏家公民館

（第4・5研修室）
全市町

午後2時～4時 営業等・不動産所得の方

【問い合わせ】　氏家税務署　個人課税第一部門　☎028-682-3313（直通）

決算説明会に関するご相談である旨をお伝えください。

改正消費税法（軽減税率制度）及び平成29年分年末調整説明会

開催日 開催時間 会　場 対象地区

11月20日

（月）

午後1時30分～2時30分 改正消費税
那須烏山市烏山公民館2階

都合の良い

会場にお越

しください

午後2時45分～4時15分 年末調整

11月21日

（火）

午後1時30分～2時30分 改正消費税
矢板市文化会館小ホール

午後2時45分～4時15分 年末調整

11月22日

（水）

午後1時30分～2時30分 改正消費税 那珂川町小川総合福祉センター

すこやか共生館午後2時45分～4時15分 年末調整

11月28日

（火）

午後1時30分～2時30分 改正消費税
さくら市氏家公民館

午後2時45分～4時15分 年末調整

※年末調整説明会お越しの際は、11月上旬にお送りする資料をお持ちください。

【問い合わせ】　氏家税務署　法人課税部門　☎028-682-6684（直通）

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租
税
の

意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識

と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
1
年

を
通
じ
て
租
税
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17

日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
集
中

的
に
次
の
よ
う
な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

1　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

2　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報

3　

講
演
会
の
実
施
や
関
係
民
間
団
体
等

と
の
連
携

4　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
利
用
し
た
申
告
・
納
税
手
続
な
ど

へ
の
国
税
庁
の
取
組

※税に関する情報は

国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

をご覧ください

※国税におけるマイナンバー制度に関す

る情報は

www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm

をご覧ください

国税庁法人番号公表サイト

www.houjin-bangou.nta.go.jp

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

税
を
考
え
る
週
間
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健康福祉課 健康増進係からのお知らせ

～11月は、糖尿病予防・重症化防止強化月間～

≪スローガン≫　「1に予防、2に健診、しっかり治療で糖尿病阻止」

◆糖尿病ってどんな病気？

　血液中の糖（ブドウ糖）の値が常に高い状態になる病気です。高血糖の状態が続くと、血管がダメージを受けて、

動脈硬化が進行し、網膜症・腎症・神経障害・脳梗塞・心筋梗塞などの合併症を引き起こします。

◆糖尿病チェック　

　あなたはいくつ当てはまりますか？

血糖が高いと言われたことがある 肥満気味

高血圧で薬を飲んでいる 糖尿病の親・兄弟・姉妹がいる

40歳以上である 外食が多い

野菜をあまり食べない あまり運動をしない

妊娠時に尿から糖が出た

　血糖が高いと言われたことがある方、またはその他の項目がいくつか当てはまる方は、糖尿病の可能性が高いの

で、食生活や運動習慣を見直し、注意していきましょう。

◆糖尿病を放置しておくと…

　失明（糖尿病はその原因の第一位）や腎不全（糖尿病は透析導入原因の第一位）、脳卒中、心筋梗塞をおこす可能性

が高くなります。糖尿病の可能性が高い方は、早急に検査を受け、合併症をおこさないように、適切な治療を受け

ましょう。

◆糖尿病発症予防のために

◦腹八分目に食べて…脂肪を控え、多様な食品を組み合わせてバランスよく食べましょう

◦もっと歩いて…1日20分歩きましょう　目標は、男性9200歩、女性8300歩

◦肥満を減らそう…適正体重を維持しましょう

　　　　　　　　　標準体重（kg）＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×22

◦定期的に健診を受けよう…血糖や尿糖異常を指摘された方は精密検査を受けましょう

☆年に1度の健康チェック☆　　今年の健診はお済みですか。

お申込みがお済みでない方は、健康福祉課 健康増進係（☎ 0287-92-1119）へご連絡ください。

※お申込みが済んでいる方には、健診日の約2～3週間前に通知します。　

【馬頭地区】　会場：健康管理センター

　　〈総　　合　　健　　診〉　11月26日（日）…受付時間：午前8時～10時

　　〈総合＋レディース健診〉　12月17日（日）…受付時間：午前8時～10時

（※12月17日（日）は今年度最後の健診です。人数により受付時間が変更に

なることがあります。）

【小川地区】　会場：すこやか共生館

　　〈総　　合　　健　　診〉　11月24日（金）…受付時間：午前8時～10時

申し込み・問い合わせ　健康福祉課 健康増進係　☎0287-92-1119

　健康管理センター内の健康増進係は、10月10日(火)より新庁舎へ移動しました。

　健康管理センターに職員は常駐していませんが、各種健診や事業等は今まで通り健康管理センターで行

いますので、ご理解の程よろしくお願いします。
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児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

子ども虐待防止

オレンジリボン運動

あなたの1本の電話で救われる子どもがいます。

「C
O

O
L
 C

H
O

IC
E
 

と
ち
ぎ 

チ
ャ
レ
ン

ジ
！2

0
1
7

」に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
省
エ
ネ
家
電
買
換
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「C

O
O

L
 C

H
O

IC
E

 

と
ち
ぎ
チ
ャ
レ
ン

ジ
！2

0
1
7

」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
あ
る
平
成
29
年
12

月
31
日
（
日
）
ま
で
に
、
県
内
の
販
売
店
舗
で

対
象
の
省
エ
ネ
家
電
製
品
へ
買
換
え
て
応
募

い
た
だ
い
た
方
全
員
に
、
協
力
店
で
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
「
認
定
証
」
を
差
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
協
賛

店
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
「
協
賛
品
」
を
贈
呈

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
換

え
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

1　

応
募
資
格

　

県
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
通
勤
･
通
学
さ

れ
て
い
る
方

2　

応
募
受
付
期
間

　

平
成
30
年
1
月
10
日
（
水
）
ま
で

3　

対
象
商
品

・
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
温
水
洗

浄
便
座
（
統
一
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
ベ
ル
の
多

段
階
評
価
で
4
つ
星
以
上
） 

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
器
具

4　

応
募
方
法

①
「C

O
O

L
 C

H
O

IC
E

 

と
ち
ぎ
」
総
合
サ
イ

ト
か
ら
応
募

　

（h
ttp

s://coolch
oicetoch

igi.jp
/

）

②
販
売
店
等
に
あ
る
チ
ラ
シ
裏
面
の
応
募
用

紙
に
よ
り
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募

5　

応
募
及
び
問
い
合
わ
せ

栃
木
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー

〒
3
2
9
‐
1
1
9
8

宇
都
宮
市
下
岡
本
町
2
1
4
5
‐
13

☎
0
2
8
（
6
7
3
）
9
1
0
1

F
A
X
0
2
8
（
6
1
2
）
6
6
1
1

不
法
投
棄
現
場
周
辺
に
か
か
る

水
質
分
析
結
果
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
第
2
回
年
間
変
動
調
査
分
）

　

小
口
字
北
沢
地
区
不
法
投
棄
現
場
周
辺
の

水
質
分
析
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
調
査
項
目

　

健
康
項
目
、
生
活
環
境
項
目
、
そ
の
他

○
採
水
日　

平
成
29
年
8
月
23
日

○
採
水
場
所　

1
周
辺
環
境
水

　

・
投
棄
地
直
下
河
川

　

・
小
口
川
上
流

2
投
棄
現
場
浸
出
水

　

・
投
棄
地
下
流
側
観
測
井

　

・
投
棄
地
内
観
測
井

○
調
査
結
果

　

全
て
の
地
点
で
環
境
基
準
以
下
で
あ
っ
た
。

　

↓
周
辺
へ
の
汚
染
拡
大
の
兆
候
は
認
め
ら

れ
な
い
。

問
い
合
わ
せ

馬
頭
処
分
場
整
備
室
那
珂
川
分
室　

☎
0
2
8
7
（
9
2
）
1
4
1
1

生
活
環
境
課

☎
0
2
8
7
（
9
2
）
1
1
1
0

　

現
在
、
親
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
虐
待
が

深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
す
べ

て
の
児
童
は
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
う
ま

れ
、
育
て
ら
れ
、
そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
る
」

と
児
童
憲
章
に
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

す
べ
て
の
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
ず
に
、
健

や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま

す
。児

童
虐
待
と
は
・
・
・

身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ

る
、
溺
れ
さ
せ
る　

な
ど

性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為

を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写

体
に
す
る　

な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
車
の
中
に

放
置
す
る
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い　

な
ど

心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う

だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の

目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
振
る

う　

な
ど

11

月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

い
ち
は
や
く

　

知
ら
せ
る
勇
気　

つ
な
ぐ
声

問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
0
2
8
7
（
9
2
）
1
1
1
5
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宇都宮メディア・アーツ専門学校

4コマ漫画

�����

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す

　

平
成
29
年
10
月
1
日
付
け
で
、
大
金
典

夫
氏
（
健
武
・
再
任
）
が
法
務
大
臣
よ
り
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
る
こ
と
を
職
務
と
し
て
い
ま
す

那
珂
川
町
農
業
委
員
会
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

今
回
か
ら
農
業
委
員
会
委
員
の
選
出
方
法
が
、
公
選
制
か
ら
任
命
制
に
変
わ
り
、
左
記

の
と
お
り
農
業
委
員
会
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
10
月
発
行
の
農
委
な
か
が
わ
臨
時

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
方
法

応
募
ま
た
は
推
薦

所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

11
月
1
日
（
水
）
〜
11
月
30
日
（
木
）
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
3
2
4
�

0
6
9
2　

那
珂
川
町
馬
頭
5
5
5　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
0
2
8
7
（
9
2
）
1
1
8
5

ま
ん
が
ア
ー
ト
科
2

年　

水
田　

葵
さ
ん

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

「
海
浜
の
初
日
の
出
」

日
時　

12
月
31
日
（
日
）
〜
平
成
30
年

　
　
　

1
月
1
日
（
月
）　

1
泊
2
日

内
容　

初
日
の
出
鑑
賞
、
も
ち
つ
き
体
験
、

も
ち
網
焼
き
、
た
こ
作
り
、
正
月

遊
び　

ほ
か

締
め
切
り　

11
月
20
日
（
月
）

※
詳
細
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
3
1
1
‐
1
4
1
2

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
3
3
6
‐
2

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

☎
0
2
9
1
（
3
7
）
4
0
0
4

F
A
X
0
2
9
1
（
3
7
）
4
0
0
8

E
:m

ail k
aih

in-info@
tm

f.or.jp

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 

◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備

※小動物から超大型犬（40kg以上） 

〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１  

０１２０－８２－３３９１ 

（代表取締役　塩野目省三）  

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

人権イメージキャラクター　人KENまもる君

人権イメージキャラクター　人KENあゆみちゃん
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子育て支援センター

☎0287－96－5223

わかあゆわかあゆ
☎0287－92－2301

ひばりひばり

☆親子木工教室☆　
11月22日(水)午前10時30分～
木のカスタネットを作りましょう。
講　師　廣田　充伸先生
人　数　先着　15組
申し込み　11月17日(金)まで

☆栄養講話☆　
11月29日(水)午前10時30分～
お子さんの食事、悩んでいませんか？
年齢に合った食事について、お話を
聞いてみませんか？
講　師　長嶋　孝子先生
申し込み　11月24日(金)まで

☆親子手芸教室☆　
12月13日(水)午前10時30分～
何をつくるかはお楽しみに！
講　師　石川　美奈子先生

人　数　先着15組　
申し込み　12月8日(金)まで

☆子育て相談☆　
12月6日(水)午前10時00分～
気軽に相談してみませんか？
講　師　大喜　正昭先生
人　数　先着４名　
申し込み　12月1日(金)まで

☆みんなで遊ぼう☆（午前10時30分～）
11月17日(金)　2・3歳児集まれ!!
12月15日(金)　みんな集まれ!!

：子育て支援センターわかあゆ

：子育て支援センターひばり

　子育て支援センターは、0歳から就学前のお子さんと家族が一緒に遊べる場です。親子のふれあい、交流の場、

情報交換、育児相談の場として気軽にご利用ください。

利用日時　月曜日～金曜日　午前９時～午後５時

おおきくなったかな？

11月20日（月）～ 24日（金）

身長と体重が測れます。

11月
12月

申し込み・問い合わせ　子育て世代包括支援センター　☎0287-92-4085申し込み・問い合わせ　子育て世代包括支援センター　☎0287-92-4085

※各教室とも事前の申し込みが必要です。たくさんの方の参加をお待ちしています。

らせらせらせ子育て世代包括支援センターからのお知ら子子子子育て世代包括支援センタ育育子子子子子子育て世代包括支援センターか子子子育て世代包括支援セ子子育て世代包括支援センタ か育子育て世代包括支援センタ から子子子子子子子子子子子育育育子育て世代世代包代包括支括支支援セ援センセンタンターかーから せせせせせせせららららのお知らせせせせせらのお知らら知らせからのおお知らせらららせらせらせらせせせせせせ子育て世代包括支援センターからのお知らせ

マタニティクラス～ハローベビー～
　12月は中医アロマを活用した、赤ちゃんとお母さん
のための簡単セルフケアの実践です。
日時　12月16日(土)午前10時～11時30分
場所　健康管理センター
持ち物　手ぬぐいサイズのタオル1枚
料金　無料
講師　小鮒　千文さん(地域おこし協力隊)

産後サロン
　赤ちゃんを産んで間もないお母さん同士、ランチを食
べながら半日ゆったり過ごしてみませんか？
対象　生後2週間～3か月までの赤ちゃんとそのお母さん
日時　11月22日(水)午前10時～午後1時
内容　授乳や関わり方、お母さんの体調の相談など
場所　健康管理センター
料金　ランチ代400円
講師　浅川　まり子さん(助産師)

きらきらベビークラス
　12月は、赤ちゃんと歌って遊んでみよう！です。
お家でもできる手遊びやわらべうたをみんなで一
緒に歌って楽しみましょう。
日時　12月5日（火）午前10時～午後1時
場所　健康管理センター
料金　無料

終了後ランチを希望される方はランチ代
400円かかります。

講師　田所　順子さん（保育士）

母子健康手帳交付について
　母子健康手帳は妊娠中の経過や産後の不安な
どをフォローするため、保健師がお話を聞きな
がらお渡ししています。交付を希望される方は
子育て世代包括支援センター（子育て支援課内）
までご連絡ください。
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なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記

地域おこし協力隊　小鮒千文

Vol.24

●愛着とは何か

愛着とは「乳幼児が特定の養育者と築く情緒的な絆」
と定義されています。
以前のコラムにもありましたが、お母さんのお腹の

中から生まれたばかりの赤ちゃんは不安でいっぱいで
す。そのような状況で赤ちゃんは、養育者に対して泣
いたりじっと見つめるといった様々な働きかけをしま
す。その働きかけに積極的に応えてあげることで、不
安な気持ちが和らぎ、安全や安心を感じることができ
ます。すると赤ちゃんも笑顔などで返してくれ、さら
に関わってあげたくなる。その繰り返しが愛着を作る
カギになります。

●愛着を形成することで得られることとは

愛着形成がなされると、子どもはその対象者を『安
全基地』として外界への探索行動を始めます。不安に
なったときに帰って慰めてもらうことができる安全基
地があることで、子どもはより積極的に外部の世界に
対する探索行動を行うことができるようになります。
つまり｢辛くなったり寂しくなったりしたら戻れる場
所がある」と思えることで危険や恐怖でいっぱいの外
の世界を冒険することができるのです。
そして、安定した愛着が形成されることで赤ちゃん

は｢自分は受け入れられている・愛される存在なのだ」
という経験を経て｢この世界は安心できる・信頼でき
るものである」と感じることができ、現実社会に対す
る前向きな認知を持ちやすくなります。その感覚を『基
本的信頼感』と言います。

●愛着を育む方法とは

愛着形成に特に必要なのは、スキンシップだと言わ
れています。スキンシップとは人肌の温もりや他者（養
育者）の優しさを感じられるような触れ合いのことで、
乳幼児の愛着形成や心身発達の促進に大きな影響を与
えると考えられています。
ただ、乳幼児期を過ぎても愛着の形成は決して遅く
ありません。そのために、周囲の大人がその子に対し
て、暴力や否定的な言葉かけをしないという『安心感』、
求められたら応える『応答性』、子ども目線で互いに感
じ考える『共感性』を意識して接してみましょう。
安定した愛着が形成されると、子どもは自分や他者
への信頼感を持ちやすく、自信や安定した対人関係を
手に入れやすいと言われています。
日常生活では、しつけや勉強も大事ですが、ぜひ『愛
着』を意識し関ってあげましょう。

　鮮やかな紅葉と共に朝晩ぐんと冷えるようになりま
した、みなさまいかがおすごしでしょうか。暦の上で
は11月7日が立冬とあり、冬の始まりといわれていま
す。草刈りに追われる日々も終わり、大寒へ向かいゆ
ったりと静かに季節が移ろう時期になりました。冬の
養生は、いつもの基本の養生に加え｢保温保湿」が大切
です。カラダやココロの内的な養生に一番よい季節で
もあります。冬本番の師走前、少し早めの冬支度で冬
の澄んだ空気を存分に味わいましょう。

【冬の食養生】
・乾燥を防ぎ身体を保湿する食材
　小松菜、りんご、柿、黒豆、胡麻、蜂蜜、豆腐

・寒さを吹き飛ばす食材
　ねぎ、生姜、にら、山椒、胡桃、シナモン

・身体の中から温める力を引き出す食材
もち米、うるち米、自然薯、黒胡麻、栗、胡桃、鶏
肉、エビ

秋冬におすすめ冷えとり「山芋ごはん」
（材料・大人2～3人分）
米　　　　　2合
山芋　　　　100g
塩　　　　　小さじ1/2
炒り黒胡麻　適量
（手順）
①　洗った米と分量より1割ほど少なめの水をいれる
②　①に2センチほどの角切りにした山芋と塩を加え
炊飯

③　仕上げに黒胡麻をかけて完成
＊　分量の米
半分を上限に
もち米にする
と滋養効果が
高まります。
黒胡麻と相性
が良いたっぷ
りかけてお試
しください。

臨床心理士コラム ～親子の絆はどのように作られるか～

愛着という言葉を聞いたことはあるでしょうか。普段の生活の中では、慣れ親しんだ物事に抱く気持ちのこと

を言います。（長年使った財布に愛着がある、など）

しかし、心理学では主に親子の絆のことを指します。幼少期に親とどのように愛着関係を築いたかが、その後

の人生の人間関係の形成にも重要な要素となると言われています。

問い合わせ　子育て支援課　☎0287-92-1115

食べる地域おこし
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ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館小川図書館 馬頭図書館馬頭図書館

ＪＶＣのおはなし会
・11月25日（土）午後2時～

・場所　小川図書館　絵本コーナー

　ジュニアボランティアズクラブの方たちが、たのし

い紙しばいや絵本を読んでくれます。

　おはなしの後は、「手作りトントコ太鼓」を作ります。

小川おはなし会
・12月2日（土）午前10時30分～

・場所　小川図書館　絵本コーナー

　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん

でくれます。

　おはなしの後は、「日めくりカレンダー」を作ります。

たのしい絵本と紙しばいの会
・11月16日（木）・12月7日（木）午前10時30分～

・場所　馬頭図書館 視聴覚室

小さいお子さまのためのおはなし会です。

親子でご参加ください。

婦人ボランティアのおはなし会
・12月9日（土）午後2時～

・場所　馬頭図書館 児童室

婦人ボランティアの方たちがたのしい紙しばいや絵

本を読んでくれます。

おはなしの後は、「雪だるま型クリスマス飾り」を作

ります。

読書会
・12月13日（水）午後1時30分～

・※テキストは未定です。

・場所　馬頭図書館　視聴覚室

和やかな雰囲気で語り合っています。

興味のある方はお気軽にどうぞ。

小川図書館 11月12日～ 12月16日のお休み

開館時間

平日　午前9時30分

～午後6時

土日　午前9時

～午後5時

☎0287-96-2335

馬頭図書館 11月12日～ 12月16日のお休み

開館時間

平日　午前9時30分

～午後6時

土日　午前9時

～午後5時

☎0287-92-5015
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『シルバーの日』

ボランティア清掃活動

10月21日｢シルバー人材センタ

ー事業普及啓発月間｣として、町

シルバー人材センター会員84人

が参加し馬頭市街地のごみ拾いと

ＰＲ活動を行いました。シルバー

人材センターでは、高齢者の知識

や経験を活かしいろんな仕事を行

っています。ぜひ、ご活用ください。

問い合わせ

那珂川町シルバー人材センター

☎0287-92-5730

日 月 火 水 木 金 土

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 12/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

日 月 火 水 木 金 土

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 12/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
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3
0
1
.a

s
p
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◇
『
そ
れ
、
時
代
も
の
に
は
Ｎ
Ｇ
で
す
』

若
桜
木　

虔
／
著

◇
『
西
郷
隆
盛　

十
の
「
訓
え
」
』

西
郷　

隆
文
／
著

◇
『
都
道
府
県
格
差
』　

橘
木　

俊
詔
／
監
修

◇
『
が
ん
研
有
明
病
院
の

口
と
の
ど
の
が
ん
治
療
に
向
き
あ
う
食
事
』

比
企　

直
樹
／
監
修

◇
『
つ
ま
み
細
工
の
花
ご
よ
み
』

か
わ
ら
し
や
／
著

◇
『
は
っ
か
油
で
楽
し
む
暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
』

重
松　

浩
子
／
監
修

◇
『
「
朝
ド
ラ
」
一
人
勝
ち
の
法
則
』

指
南
役
／
著

◇
『
相
撲
見
物 

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
楽
し
む
日
本
文
化
』

伊
藤　

勝
治
／
著

◇
『
ジ
ゼ
ル
』

秋
吉　

理
香
子
／
著

◇
『
ひ
よ
っ
こ　

下
』

岡
田　

惠
和
／
著

◇
『
花
に
な
る
ら
ん　

明
治
お
ん
な
繁
盛
記
』

玉
岡　

か
お
る
／
著

◇
『
武
士
マ
チ
ム
ラ
』

今
野　

敏
／
著

◇
『
守
教　

上
・
下
』

帚
木　

蓬
生
／
著

◇
『
茶
筅
の
旗
』

藤
原　

緋
沙
子
／
著

◇
『
感
傷
的
な
午
後
の
珈
琲
』

小
池　

真
理
子
／
著

◇
『
こ
ん
な
老
い
方
も
あ
る
』

佐
藤　

愛
子
／
著

◇
『
し
ゃ
っ
く
り
く
ー
ち
ゃ
ん
』

竹
下　

文
子
／
著

◇
『
た
か
い
た
か
ー
い
』

オ
ー
ム
ラ　

ト
モ
コ
／
著

◇
『
ぴ
り
か
ち
ゃ
ん
の
ブ
ー
ツ
』

さ
と
う　

あ
や
／
著

◇
『
マ
ス
タ
ー
さ
ん
と
ど
う
ぶ
つ
え
ん
』

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
／
著

◇
『
あ
し
の
ゆ
び
に
な
ま
え
を
つ
け
た
ら
…
？
』

ジ
ャ
ン
・
ル
ロ
ワ
／
著

◇
『
女
子
力
ア
ッ
プ
プ
リ
ン
セ
ス 

マ
ナ
ー
レ
ッ
ス
ン
』

辰
巳　

渚
／
監
修

◇
『
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
溶
け
て
し
ま
う
前
に
』

小
沢
健
二
と
日
米
恐
怖
学
会
／
著

◇
『
生
き
て
い
る
だ
け
で
い
い
！
』

倉
橋　

燿
子
／
著

◇
『
す
も
う
道
ま
っ
し
ぐ
ら
！
』　

豪
栄
道　

豪
太
郎
／
著

◇
『
思
い
ち
が
い
の
言
葉
』

山
口　

理
／
著

◇
『
自
分
に
お
ど
ろ
く
』

た
な
か　

か
ず
お
／
著

◇
『
に
ち
よ
う
び
は
名
探
偵
』

杉
山　

亮
／
著 

◇
『
ほ
ね
ほ
ね
ザ
ウ
ル
ス　

18
』

カ
バ
ヤ
食
品
株
式
会
社
／
原
案

◇
『
バ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
ン
・
ブ
ル
ー
の
影
』

Ｓ
Ｆ
サ
イ
ー
ド
／
著

一
般
書

『
95
歳
ま
で
生
き
る
の
は
幸
せ
で
す
か
？
』

瀬
戸
内　

寂
聴
／
著

児
童
書

『
す
す
め
！
か
い
て
ん
ず
し
』

岡
田　

よ
し
た
か
／
著

那珂川町

図書館

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
な
か
が
わ
9
月
号
の
広
報
文
芸
で
俳
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、「
簗
掛
く
る
益ま

す

ら

お

荒
男
肩
を
ぶ
つ
け
合
ひ
」
で
す
。
こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
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八溝山周辺地域定住自立圏の

広域無料法律相談のお知らせ

日時　12月14日（木）

　　　午後１時30分～４時30分

会場　トコトコ大田原３階

　　　市民交流センター

定員　18名（事前予約制）

対象者

那珂川町、大田原市、那須塩原市、

那須町、矢祭町、大子町の住民

内容

栃木県弁護士会に所属する弁護士

（２名）が相談に応じます。

※相談時間は、１人20分

申し込み

12月７日（木）から13日（水）までに、

下記まで電話にてご予約ください。

定員になり次第、受付は終了します。

問い合わせ

大田原市総合政策部総務課

総務法規係　☎0287-23-1111

町営・町有住宅

入居者募集のお知らせ

区
分
住宅名 戸

数
間取り 家賃（円）

町
営
富士山
住宅

１
戸

３DK 16,600～
24,700

町
営
大宝地
住宅

２
戸

３DK 22,800～
33,900

町
営
谷田上の
原住宅

１
戸

３K 9,600～
14,400

町
営
舟戸住宅 １

戸
２K 6,100～

9,100

町
有

サン・コ
ーポラス
馬頭

５
戸

３DK 32,000～
34,000

町
有
ゆりがね
ハイツ

１
戸
４LDK 50,000

※町営住宅の家賃は所得に応じて、

決定します。

募集期間　11月24日（金）まで

その他　申し込み方法、入居資格等

の詳細はお問い合わせください。

問い合わせ

建設課　☎0287-92-1118

平成30年度塩谷南那須地区

公立小中学校県採用･市町採用

非常勤講師･非常勤養護助教諭の

募集について

募集の条件等

・健康でやる気のある方

・教員免許状（養護教諭免許状）を所

有している方

・塩谷南那須地区内へ通勤可能な方

募集期間　～12月20日（水）まで

採用について　書類選考・面接の上、

３月上旬頃までに連絡します。

申し込み方法

　塩谷南那須教育事務所のホームペ

ージにある履歴書又は市販の履歴書

に必要事項を記入の上、下記へ送付

してください。

※履歴書左上余白に、｢非常勤講師希

望」｢非常勤養護助教諭希望」と朱書

で明記し、県採用・市町採用の希望

を記載してください。

申し込み・問い合わせ

〒329-2163　矢板市鹿島町20-22

塩谷南那須教育事務所

臨時採用教員担当係

☎0287-43-0176

FAX0287-43-0535

那須地域定住自立圏公共交通網形

式計画(案)のパブリックコメントの

募集のお知らせ

期間　11月１日（水）～30日（木）

閲覧方法　町ホームページ又は役場

総務課にて閲覧できます

提出方法　意見書の様式に氏名、住

所、意見を記入し、総務課の窓口

へ直接提出するか、郵送、FAX、

E-mailのいずれかの方法により提出

提出期限　11月30日（木）必着

提出及び問い合わせ

那珂川町役場総務課

〒324-0692　那珂川町馬頭555

☎0287-92-1111

FAX0287-92-2406

E-mail:syoubo@town.tochigi-

nakagawa.lg.jp

那珂川町なす風土記の丘資料館

からのお知らせ

●第25回特別展

那須の歴史をひもとくⅢ

「那須の人々の心とほとけ－古代か

ら中世初期の仏教をたどる－」

期間　～11月19日（日）

場所　第一会場：湯津上館

　　　第二会場：那珂川館

開館時間　午前９時30分～午後５

時（入館は午後４時30分まで）

休館日　月曜日、祝日の翌日

〈関連イベントのお知らせ〉

●展示解説

日時　11月18日（土）

　　　午後１時30分～

場所　湯津上館集合、のち那珂川館

定員　20名（予約不要）

●第６回　なす風土記講座

演題　「那珂川町の漁　今
いまむかし

昔」

日時　11月19日（日）

午後１時30分～３時（１時か

ら受付）

場所　当館講堂　参加費　無料

講師　久保田亜美（当館学芸員）

　　　菊池悠子（当館学芸員）

●特別陳列えと展｢戌を考古学する」

期間　12月９日（土）～１月14日（日）

会場　当館展示室

〈関連イベントのお知らせ〉

●古代文字講座｢文字の歴史を学ん

で消しゴムハンコをつくろう‼」

日時　12月９日（土）

　　　午前９時30分～12時

講師　小勝雅明氏

（栃木県刻字協会副会長）

定員　30名（要予約）　参加費　300円

●ミニ門松づくり

日時　12月16日（土）

　　　午前９時30分～12時

講師　当館学芸員

定員　15組（要予約・親子での参加可）　

参加費　300円

申し込み・問い合わせ

那珂川町なす風土記の丘資料館

☎0287-96-3366

FAX0287-96-3340
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那珂川町ケーブルテレビ

番組タイムスケジュール

時　間 番　組　名

5:30 NewsなかがわTOWN

6:00
文字放送

6:30

7:00 NewsなかがわTOWN

7:30 文字放送

8:00 なかTVチョイス

8:30 文字放送

9:00 NewsなかがわTOWN

9:30 文字放送

10:00
栃木県提供番組

10:30

11:00 NewsなかがわTOWN

11:30 文字放送

12:00 なかTVチョイス

12:30 NewsなかがわTOWN

13:00 文字放送

13:15
企画番組・文字放送

13:30

14:15
文字放送

14:30

15:00 NewsなかがわTOWN

15:30 文字放送

16:00 なかTVチョイス

16:30 文字放送

17:00 JAXA番組

17:30 THE　MAKING

18:00 歯医者さんへ行こう！

18:30
企画番組・文字放送

19:00

19:30 NewsなかがわTOWN

20:00 文字放送

20:15
栃木県提供番組

20:30

21:15 NewsなかがわTOWN

21:45 文字放送

22:00
企画番組・文字放送

22:30

23:00 NewsなかがわTOWN

23:30 文字放送

0:00 なかTVチョイス

0:30 文字放送

1:00 NewsなかがわTOWN

朝まで 文字放送

★お知らせ★
　都合により予告なく番組を変更
する事があります。電子番組表（リ
モコンの「番組表」ボタン）で確認
をお願いします。

HIV抗体検査、梅毒抗体検査

のお知らせ

日時　11月28日（火）午後２時～７時

場所　県北健康福祉センター

検査結果通知　採血から１時間後

　検査結果については、受検者が県

北健康福祉センターに来所の上、受

検者本人に直接お知らせします。代

理の方や電話等でのお知らせは一切

行いません。※無料・匿名・予約不要

問い合わせ

県北健康福祉センター（県北保健所）

健康対策課　感染症予防担当

☎0287-22-2679

平成30年度奨学生募集

のお知らせ

●那珂川町奨学生

募集定員及び貸与額

・高等学校奨学生

　５名程度（月額13,000円）

・短大（専門学校）奨学生

　２名程度（月額30,000円）

・大学奨学生

　２名程度（月額30,000円）

※奨学金の返還（無利子）あり

●那珂川町菊池俊男奨学金奨学生

募集定員及び給付額

・高等学校奨学生

　７名（月額10,000円）

・大学奨学生

　３名（月額25,000円）

※奨学金の返還は不要

募集期間

11月15日（水）～12月15日（金）

申し込み・問い合わせ

学校教育課　☎0287-92-1124

★ケーブルテレビ企画番組

日　付 番　組　名

11/13～
11/19

なかのこ認定こども園
うんどうかい

11/20～
11/26

ひばり認定こども園う
んどうかい

11/27～
12/３

第７回美炎・馬頭琴の
調べ

12/４～
12/10

みんなで子育てわんぱ
く広場（９月・11月収録）

12/11～
12/17

なす風土記の丘資料館
記念シンポジウム

★なかTVチョイス

日　付 番　組　名

11/13～
11/19

大佛次郎と501匹のね
こ展ミュージアムトーク

11/20～
11/26

子どもまち記者講座

11/27～
12/３

JCC三人娘が行く那珂
川町・前編

12/４～
12/10

JCC三人娘が行く那珂
川町・後編

12/11～
12/17

なかがわ元気フェスタ
2017

国際医療福祉大学塩谷看護専門学校

看護学生募集(一般入試)のお知らせ

募集人員

40名（高校推薦・社会人含む）

受験資格

平成30年３月に高等学校卒業見込

みの方・高等学校を卒業している方

又はこれと同等の資格を有する方・

修業期間中、勉学に専念できる方

修業年限　３年（全日制）

試験日　12月９日（土）

試験会場　国際医療福祉大学塩谷看

護専門学校（塩谷病院敷地内）

願書受付期間

11月17日（金）～12月１日（金）

入学願書を希望される方・詳しい内

容については、下記へお問い合わせ

ください。

問い合わせ

国際医療福祉大学塩谷看護専門学校

事務部　☎0287-44-2322

働く人のメンタルヘルス相談実施について
相談形態　事前予約による面接または電話相談（１回約50分）
予約方法　平日午前８時30分～午後５時15分※予約は12月15日（金）まで
日時　12月20日（水）　午後１時30分～午後４時30分
場所　大田原労政事務所
申し込み・問い合わせ　大田原労政事務所　☎0287-22-4158
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J-アラート（全国瞬時警報システム）

全国一斉情報伝達訓練のお知らせ

　J-アラート（全国瞬時警報システ

ム）の全国一斉情報伝達訓練が行わ

れます。音声告知および屋外スピー

カーから試験放送が流れますので、

ご理解とご協力をお願いいたします。

日時　11月14日（火）午前11時ごろ

問い合わせ　総務課☎0287-92-1111

県北産業技術専門校

生徒募集のお知らせ

対象　新たに職業に就こうとする方

や職業を転換しようとする方

学科　機械加工科　５名

期間　平成30年１月５日～６月22

日（６か月）

募集期間　12月８日（金）まで

選考試験日

12月19日（火）午前９時から

申し込み方法　指定の入校願書及び

履歴書に記入の上、公共職業安定所

に申し込んでください。

申し込み・問い合わせ

宇都宮公共職業安定所那須烏山出張所

那須烏山市城東４-18

☎0287-82-2213

県立県北産業技術専門校

☎0287-64-4000

県立聾学校

学校公開のお知らせ

日時　11月22日（水）

　　　午前10時～12時30分

内容　学校概要説明、校内自由参観

など

締め切り　11月15日（水）

申し込み・問い合わせ

県立聾学校

☎028-622-3910 FAX028-624-6887

交流学習発表会「こぶし祭」

開催のお知らせ

日時　11月23日（木/祝）

　　　午前９時35分～午後２時25分

　　　※雨天実施

場所　県立南那須特別支援学校

　　　体育館及び各教室

内容　演技発表、製品販売とイベン

ト、作品展見学等

問い合わせ　県立南那須特別支援学校

☎0287-88-7571

第34回黒羽矯正展

開催のお知らせ

日時　11月23日（木/祝）

　　　午前９時～午後３時

内容　施設内見学、刑務所作業製品

の展示販売、イベント、バザーなど

場所　黒羽刑務所

問い合わせ

黒羽刑務所　☎0287-54-1198

栃木県自動車整備振興会南那須支部

交通安全・マイカー点検教室

受講者募集のお知らせ

日時　11月18日（土）

　　　午後１時30分～３時

内容　日常点検及び簡単なトラブル

対処法など

場所　那須烏山消防署

申し込み・問い合わせ

（有）ヌヴォラーリ　☎0287-96-4505

献血にご協力ください

日時

12月18日（月）午後１時30分～４時

場所　広重美術館前駐車場

問い合わせ　栃木県赤十字血液セン

ター推進課　☎028-659-0114

健康福祉課健康増進係　

☎0287-92-1119

とちの葉コミュニケーション教室

のお知らせ

　｢とちの葉」は聴覚障害者とその支

援者の団体です。月に一度、教室を

開催しています。関心のある方はぜ

ひご参加ください。

日時

12月19日（火）　午後１時～３時

内容　廃油で石鹸つくり

場所　大田原市佐良土多目的交流セ

ンター

費用　１回200円（会員無料）

定員　各日10名

締め切り　開催日の１か月前

問い合わせ・申し込み

☎090-7279-9357

FAX028-648-5558

（事務局　安田）

11月は

｢子ども・若者育成支援強調月間」です

　子どもたちが夢や希望を持ち心豊

かでたくましく成長するために、是

非、私たち大人が積極的に子どもた

ちと関わっていきましょう。

陸上自衛隊高等工科学校生徒・自衛官候補生採用試験案内

陸上自衛隊高等工科学校生徒（平成30年４月に入校）

応募資格 中学校卒業者（見込み含）で15歳以上17歳未満の男子

受付期間 平成29年11月１日（水）～平成30年１月９日（火）

試験日（１次試験） 平成30年１月20日（土）

試験科目（１次試験） 国語、社会、数学、理科、英語、作文

会場 宇都宮地方合同庁舎（宇都宮市）

自衛官候補生（平成30年３・４月に入隊）

応募資格 採用予定月の１日現在、18歳以上27歳未満の男子

受付期間 平成29年９月９日（土）～11月28日（火）

試験日 平成29年12月２日（土）・３日（日）

試験種目
筆記試験（国語、数学、社会及び作文）、口述試験及

び身体検査

会場 陸上自衛隊北宇都宮駐屯地（宇都宮市）

問い合わせ　自衛隊大田原地域事務所　☎0287-22-2940
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こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
星　

里
奈
で
す
。

4
月
か
ら
隊
員
と
し
て
活
動
を

始
め
て
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
ま
で
の
生
活
と
は
全
く
違
う

環
境
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
隊
員

と
し
て
の
日
々
の
活
動
と
大
那
地

で
の
生
活
で
毎
日
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
気
が
付
い
た
ら
も
う

半
年
!?
と
言
う
感
じ
で
す
。
最
近

で
は
、
大
那
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
ご
近
所
さ
ん
に
も
良
く
し

て
も
ら
い
那
珂
川
町
の
暮
ら
し
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
で
す
が
、
地
域
お
こ

し
の
活
動
は
何
を
し
て
い
る
の
？

と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
私
が

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
少

し
お
話
し
し
ま
す
ね
。

私
は
『
フ
ッ
ト
パ
ス
で
地
域
活

性
』
を
考
え
て
現
在
活
動
中
で
す
。

フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
地
方
が
発
祥

の
歩
行
者
用
道
路
の
一
種
で
、
昔

か
ら
使
わ
れ
て
き
た
古
道
を
利
用

し
な
が
ら
森
林
や
田
園
地
帯
、
廃

墟
跡
、
歴
史
的
な
場
所
な
ど
を
散

策
で
き
る
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
、

地
域
に
昔
か
ら
あ
る
風
景
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
く
（F

o
o
t

）
こ
と
が

で
き
る
小
道
（P

a
th

）
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
１
９
３
２
年
、
イ
ギ

リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
起
き

た
、
数
百
人
の
市
民
が
自
由
に
散

策
す
る
権
利
を
求
め
て
狩
猟
用
の

私
有
地
へ
の
侵
入
を
強
行
し
た

「
キ
ン
ダ
ー
ス
カ
ウ
ト
集
団
侵
入

事
件
」
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
通

行
す
る
権
利
」
へ
の
注
目
が
高
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
０

年
に
優
先
通
行
権
法
が
制
定
さ
れ
、

指
定
さ
れ
た
地
域
で
は
私
的
所
有

地
や
森
林
組
合
な
ど
の
管
理
す
る

道
路
で
も
、
一
定
の
マ
ナ
ー
を
守

れ
ば
誰
で
も
自
由
に
通
行
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
出

来
事
が
あ
り
現
在
の
フ
ッ
ト
パ
ス

が
誕
生
し
ま
し
た
。
日
本
で
も
、

１
９
９
０
年
代
か
ら
、
北
海
道
、

山
形
、
茨
城
、
東
京
、
山
梨
、
熊

本
な
ど
で
フ
ッ
ト
パ
ス
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

私
は
そ
ん
な
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー

ス
を
那
珂
川
町
で
も
作
り
た
い
と

思
い
日
々
、
町
の
中
を
散
策
し
て

い
ま
す
。
那
珂
川
町
の
フ
ッ
ト
パ

ス
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
文

化
や
歴
史
を
知
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
を

盛
り
込
ん
だ
コ
ー
ス
を
作
り
観
光

目
的
だ
け
で
は
な
く
地
元
の
方
に

も
自
ら
が
暮
す
土
地
の
魅
力
を
再

発
見
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
コ
ー

ス
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

他
の
隊
員
と
は
違
い
、
今
は
地

道
な
作
業
ば
か
り
で
表
に
で
る
事

は
あ
ま
り
な
い
で
す
が
、
町
で
歩

い
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
、「
あ

〜
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
探
し
て
る

ん
だ
な
」
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

そ
し
て
、
ご
近
所
に
「
こ
ん
な

道
が
あ
る
」
、「
面
白
い
場
所
が
あ

る
」
な
ど
情
報
あ
り
ま
し
た
ら
是

非
教
え
て
く
だ
さ
い
! !
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
氏　

名
）
（
父
母
の
名
）
（
住
所
）

渡
邊　

道た
お　

　

聡　晶
子 

馬　

頭

小
川　

空そ

ら良　

浩
二

郁
美 

松　

野

藤
田　

梛な

お生　

理　美
美 

大　

内

児
玉　

知ち

か果　

拓
郎

香
織 

大
那
地

吹
場　

心こ

は

く珀　

宣
彦　

み
ど
り 

小　

砂

齋
藤　

心し

ん

と途　

幸
次

有
紀 

小　

川

川
上　

楓ふ

う

か加　

康
弘

美
里 

小　

川

渡
邊　

來こ

い

き粋　

純　容
子 

三　

輪

（
氏　

名
） 

（
年
齢
） 

（
住
所
）

山
本　
　

清　

（
91
） 

馬　

頭

和
知　
　

昇　

（
86
） 

健　

武

田
村　

サ
ト　

（
92
） 

健　

武

秋
元　

豊
作　

（
80
） 

北
向
田 

髙
野　

甲
衛　

（
93
） 

松　

野

屋
代
マ
サ
子　

（
84
） 

大
山
田
下
郷

大
森　

ス
イ　

（
90
） 

大
山
田
下
郷

髙
野　

博
子　

（
94
） 

大
山
田
上
郷

藤
田　

義
昭　

（
87
） 

小　

砂

檜
山　

ハ
ナ　

（
100
） 

小　

川

田
中　

宮
子　

（
85
） 

小　

川

田
所　

一
枝　

（
85
） 

小　

川

川
上
美
知
代　

（
43
） 

小　

川

永
森　

セ
キ　

（
96
） 

小　

川

西
嶋　

元
博　

（
74
） 

小　

川

髙
瀨　

郁
代　

（
83
） 

谷　

田

笹
﨑　
　

塚　

（
96
） 

芳　

井

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

（
９
月
21
日
〜
10
月
20
日

）

受
付
分　
　
　

敬
称
略

11月1日現在の人口
（住民基本台帳）

　男　 8,589 人 （－ 4）

　女　 8,286 人 （－13）

　計　 16,875 人 （－17）

世帯数 6,084 （－ 6）

（　）内は前月との比較

11

月
は
「
標
準
営
業
約
款
普
及

登
録
促
進
月
間
」
で
す

　

理
容
、
美
容
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

め
ん
類
飲
食
・
一
般
飲
食
の
お

店
選
び
は
、
厚
生
労
働
大
臣
認

可
の
S
マ
ー
ク
登
録
店
で
!!厚生労働大臣認可

標準営業約款
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歌川国芳画　「其
その

まゝ地
じぐち

口　猫
みょう

飼
かい

好
こう

五
ご

十
じゅう

三
さん

疋
びき

」

作家、大
お さ ら ぎ

佛次
じ ろ う

郎の遺

品には、多くの浮世絵

が含まれています。こ

の浮世絵は、画家、木
き

村
む ら

荘
しょう

八
は ち

の形見として

大佛次郎に贈られたも

のです。

木村荘八は、「霧
む て き

笛」

や「幻
げ ん

燈
と う

」など、大佛次郎の小説に情緒あふれる挿絵を描

きました。木村荘八も大の猫好きで、二人は顔を合わせ

るとお互いに飼っている猫の数を報告し合っていたとい

います。

その浮世絵コレクションの中に、猫の浮世絵の傑作と

される「其
そ の

まゝ地
じ ぐ ち

口　猫
みょう

飼
か い

好
こ う

五
ご

十
じゅう

三
さ ん

疋
び き

」が含まれていま

す。

「猫飼好五十三疋」を口に出して読んでみると、なんだ

か聞いたことがあるような響きだと思いませんか？そう

です。実は、これは「東海道五十三次」のもじりになって

いるのです。

三枚続きの画面にたくさんの猫が描かれているこの作

品は、猫好きで知られる幕末の浮世絵師、歌川国芳によっ

て制作されました。東海道の宿場名とともにその「地口」、

今でいう「ギャグ」が添えられていて、そのギャグに合わ

せた猫の姿が描かれています。

たとえば、「日
に ほ ん ば し

本橋」は「二本だし」。ダシをとる鰹節の

束から二本引っ張り出し、それをかじっている猫が描か

れています。静岡県の「藤
ふ じ え だ

枝」では、ねずみ取りの下手な

ぶち猫が、ねずみたちにからかわれている姿が描かれ、

「ぶちへた」という言葉が添えられています。

なかには無理やりこじつけたような言葉もあり、その

駄洒落のおかしさや、愛嬌のある猫の仕草や表情に思わ

ずくすりと笑ってしまいます。大佛次郎もこの浮世絵を

にやにやしながら眺めていたに違いありません。

展覧会では作品とともに、各宿場の「地口」を読み解い

たパネルを展示しています。猫好きの国芳の遊び心が詰

まった名品をぜひ展覧会でご覧下さい。

馬頭広重美術館　主任学芸員　長井裕子

【会　期】　後期　～11月26日（日）

【開館時間】　午前９時30分～午後５時　

　　　　　　（ただし入館は午後４時30分まで）

【休館日】　月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日　　

【入館料】　大人　700円（630円）　

　　　　　高・大学生　400円（360円）

※（　）は20名以上の団体料金　

※中学生以下は無料

※ 障がい者手帳等をお持ちの方とその付き添い１名は

半額

秋季特別展

大佛次郎生誕120年記念「大
おさらぎ

佛次
じ ろ う

郎と501匹のねこ」
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